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 上のタイトルは今日の 2E の様子を見て思ったこと。最近 2 分前入室にしても、各活

動の開始の着席にしても、友達との話に夢中で切り替えられない人が増えてきたように

感じている。そんなときに先生がよく呼びかけるのが「周りを見なさい。」「時計を見な

さい。」という言葉。この言葉を聞くと、「今はこれをしなくてはいけなかったんだ」と

いうことに気づき、慌てて動く人が多い。 

 先生達の理想は、授業開始 2 分前になったらなんとなく着席をしなくてはという雰囲

気ができて、みんなが教室に入り出す。みんなが教室に入り出したのを見て、さらに多

くの人が教室に入ろうという気持ちになって、気がつくと何も言われていないのにしっ

かりと 2 分前入室ができるようになっている、という姿。1 分前着席も同じ。 

 こういったことは、劇場なんかでよく起きる。劇が始まる前はざわざわしていた会場

が、劇の開始時間が近づき、幕が上がると、何も注意されていないのにすっと会場が静

かになったりする。こういったことってすごく大切なことだと思う。 

 今だと言われないといつまでも話をしていて、 

2 分前や 1 分前に気がつかない人が多く、しゃ 

べっていてもかまわないといった雰囲気をつ 

くってしまっているように感じる。 

 3 年生を迎える前に、「何もいわれなくても 

自分たちでできる」ことを増やしていって欲 

しいと先生たちは願っている。GReeeeN の 

「遥か」の歌詞にもあるように、これから年を 

とればとるほど、『しかられることも少なくなっ 

ていく』。大の大人が、いちいち「こうしなさい、ああしなさい」なんて言われることは

あまりないし、そんな大人はなんか情けない。みんなも大人になるにつれて、「言われな

くてもできる」ことを増やしていかなくてはならないんだぞ。そのためにも、「こうしよ

う」とみんなが思って、よりよい雰囲気が自然にできるような、そんなクラスをつくっ

ていってほしい。長くなったけれど、今日はそんなことを考えていた。 
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明日の連絡 

☆ 明日は木の①から⑤の 5時間授業と委員会があります。 

☆ 家庭学習ノートは毎日提出です。忘れずにもってこよう。 


